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小児在宅医療の特殊性 
 対象者が尐なく広域に分布 

 （埼玉県人口700万人中、600人弱） 

 医療依存度及び重症度が高い 







 ケアマネジメントしている病院主治医は福祉制度に疎い。 

 しかし患者家族は高度なレベルのケアを期待している。 

 介護の負担が母親独りに集中しやすい。 

 レスパイト施設が極めて尐ない。 




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地域との連携 

●特別支援学校への相談支援● 

 埼玉県立川島ひばりが丘特別支援学校への訪問指導 年8回 

 埼玉県坂戸ろう学園への訪問指導 年3回 

●ハッピースマイルの会● 

●川越市自立支援協議会への参加● 
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第5回 
2012年 

6月14日（水） 

訪問看護ステーション そら 看護師 梶原厚子先生 

「赤ちゃんの成長に寄り添う訪問看護師」 

第6回 
2012年 

9月12日（水） 

埼玉県立小児医療センター MSW 平野朋美先生 

「MSWに何ができるか 
〜小児在宅医療と福祉をつなげるシステムを造るために。」 

第7回 
2012年 

11月28日（水） 

東北大学小児科 医師 田中総一郎先生 

「災害時に備えた小児在宅医療支援活動」 

第8回 
2013年 

2月20日（水） 

北海道療育園 医師 林時仲先生 

「過疎遠隔地域に居住する 

重症心身障がい児者とその家族への支援」 

2012年度  

埼玉県小児在宅医療支援研究会 

＊多職種に呼びかけ各回平均70名の参加を得ている。 
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2012年度  

埼玉県小児在宅医療 

支援研究会 
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多職種連携の課題に対する解決策の抽出 

2011年5月11日、第１回開催以来、2013年2月20日で第8回を終えたが、当

初は医師中心で事務方も含め４職種であったが、会を重ねる度に多職種に

広がり、現在までに行政担当者も含め、16職種の参加を得ている。今後も継

続の予定である。 
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日本小児在宅医療支援研究会HP 

http://www.happy-at-home.org/ 
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https://maps.google.co.jp/maps/ms?msid=203938964602778158025.0004a08b51e3d2660afd6&msa=0&ll=36.001341,139.441223&spn=0

.555497,1.018982 

埼玉県小児在宅医療資源地図の作成と公開 



自宅の近くにある医療施設を探すことができる。 
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GOOGLEマップの使い方 

• マーカーは医療施設毎に
色分けされている。 

• それぞれの医療施設に関
する情報は、Gooｇle map

のマーカーを選択すると
ポップされる。 

• さらに詳しい情報は、添付
されているExcelファイル
から符号で参照できる。 
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EXCELファイルでさらに検索 

ウェブサイトに添付されたExcelファイルを開き、当該患者を
受け入れてもらえるかどうかを確認できる。 
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2012年 

11月8日（木）・9日（金） 
2013年 

1月10日(木）・11日(金) 

保健師対象の研修会を開催 
講義に「NICU長期入院児の在宅医療支援の重要性」を

入れる 

2013年 

1月27日（日） 
2月2日（土） 
3月2日（土）・ 

9日（土）・16日（土） 

訪問看護師対象の研修会  

５回シリーズ開催中 

2013年 

2月24日（日） 多職種対象のワークショップ開催 

2012年10月28日（日） 
第2回 

2013年3月20日（祝） 
医師対象のワークショップと実技講習会開催 

特別支援学校や療育センターに出向き医療ケアを指導 

小児在宅医療に従事する人材育成 
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当該拠点事業活動の特徴 
















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小児在宅医療を推進するための今後の課題と対策 






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〜めあて〜 

ご清聴を感謝いたします 
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